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町富士見 3011-1
*1 ～ *4 富士見町アツモリソウ再生会議員
*5 富士見町希少野性植物保護監視員

　１　初めに
　
　南アルプス最北部に位置する釜無山（標高 2116
ｍ）に自生し大型で鮮やかな花をつけるホテイア
ツモリは釜無の名花として地元の人々に愛されて
きた。しかし 1950 年代から盗掘や広範囲な森林伐
採による環境変化により 1970 年代後半には激減し
1980 年代には自生地のホテイアツモリ群落は消滅
したと言われていた。自生ホテイアツモリ再生を願
う富士見町アツモリソウ再生会議が 2005 年組織さ
れて釜無山域の探索が行われた。2006 年 6 月、２
株の開花アツモリソウ株が再発見され、富士見町
でアツモリソウ保護条例が制定された。以降 2022
年 10 月に 27 株の自生が確認され、自生株は町の
希少野性植物保護監視員により監視、保護されて
いる。ホテイアツモリの自生株は、標高 1500m ～
1700m のイヌブナ、ブナ、フサザクラ、ヤマハン
ノキ、トチノキなど広葉樹にウラジロモミ、ヤツガ
タケトウヒなどの針葉樹が混生する林床のオオレ
ンシダ群落中に発見された。ホテイアツモリとオオ
レンシダはラン菌との共生で生育すると見られてい
る。ラン科の種はラン菌との共生により発芽し生育
するといわれている。
　釜無山にはホテイアツモリのほかに、キンセイラ
ン　ホテイラン　ギンラン　ササバギンラン　アオ
チドリ　コアツモリソウ　クマガイソウ　イチヨウ
ラン　コイチヨウラン　アオスズラン　オニノヤガ
ラ　ヒメミヤマウズラ　ミヤマウズラ　ノビネチド
リ　テガタチドリ　ミヤマモジヅリ　オオミズトン
ボ　ジガバチソウ　クモキリソウ　コフタバラン　
ミヤマフタバラン　タカネフタバラン　ホザキイチ
ヨウラン　アリドウシラン　ヒメムヨウラン　サカ
ネラン　カモメラン　ウチョウラン　ニョホウチド
リ　コケイラン　ジンバイソウ　キソチドリ　ヒト
ツバキソチドリ　ホソバノキソチドリ　ネジバナ　

赤石山系釜無山に自生するホテイアツモリの生育状況と
花の変異および保全について

The growth and flower variation of 
Cypripedium macranthum Sw. var. hotei-atsumorianum Sadovsky

名取 陽 *1・ 伊藤 一成 *2・五味 直喜 *3・梅田 克己 *4・五味 幸策 *5

ヒロハトンボソウ　トンボソウ　シナノショウキラ
ンなど多種のランの自生が記録されている。
　多種のラン科植物が釜無山域に自生する一要因
は、釜無の地質が石灰岩であると考えられている。

　２　釜無山域の自生ホテイアツモリの生態

　 ア ツ モ リ ソ ウ (Cypripedium macranthum Sw. var.
speciosum(Rolfe)Koidz.) は本州中部以北・北海道・
南千島、アジア北東部～ヨーロッパ東部、西部ア
ジアウクライナから東部東アジアの温帯草地に
広く分布し、その変種とされるホテイアツモリ

（Cypripedium macranthum Sw. var. hotei-atsumorianum 
Sadovky.）は日本の高山から亜高山の草地に生育し
ている。釜無山に自生するアツモリソウはホテイア
ツモリとされ、富士見町では釜無の落葉広葉樹に
針葉樹が混生する森林の林床や林間の向陽草地に 9
か所の自生が確認されている。アツモリソウは特有
の花色と花形によりマルハナバチを誘引して虫媒受
粉により繁殖する（写真 7）。釜無山域のホテイア
ツモリも 5 月下旬～ 6 月、濃紫色の大型花をつけ
マルハナバチにより受粉結実する。釜無山域の土壌
は石灰岩による弱アルカリ性で、植生は好塩基性の
種が多い。釜無山の白色の石灰岩露頭付近に自生す
るホテイアツモリの大型で鮮やかな濃紫色は生育地
のアルカリ性土壌が関係すると考えられている。
　自生地では開花期の６月上旬、ホテイアツモリへ
のマルハナバチの飛来が観察される。（写真 2）
　釜無川源流の深山で 5 ～ 6 月媒介昆虫のマルハ
ナバチを誘引し受粉するホテイアツモリの生育に
は、植物と昆虫の関係を通して成立している釜無山
域生態系の見事な共生と調和をみることができる。
　自生ホテイアツモリの虫媒受粉は 5 月末～ 6 月
上旬に行われ、受粉後茎頂に蒴果を形成し（写真 3）
10 月末に完熟する。種子は長さ約 0.7mm で１果
実には約６～７万粒存在する。（写真 4）
　ホテイアツモリはラン科植物の根に共生するラン
菌との共生により発芽生育し、株の生育は土壌環境
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に密接に関係している。ラン菌が共生するホテイア
ツモリの根は塊根を形成して増殖する。（写真 5）　
自生株の周辺には、発芽増殖した実生個体の生育が
みられる。（写真６）
　散布された種子は地中のラン菌との共生で発芽成
長するが、発芽率は小さく実生の成長は遅く本葉 4
枚以上での開花まで７～８年かかることが観察され
ている。
　以下釜無山域のホテイアツモリ再発見以来 15 年
間の記録を報告する。

　３　ホテイアツモリの受粉と花の形態　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　６月上旬釜無山では各所でマルハナバチがみられ
ホテイアツモリはマルハナバチを誘引し受粉する。

（写真 7）

　４　釜無山域における自生ホテイアツモリの花の
変異

　表１は釜無川白川渓谷 10 ヶ所の自生地における
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- 2 - 

 

自生地では開花期の６月上旬、ホテイアツモリへのマルハナバチの飛来が観察される。（第 2 図） 

釜無川源流の深山で 5～6 月媒介昆虫のマルハナバチを誘引し受粉するホテイアツモリの生育には、植物と昆

虫の関係を通して成立している釜無山域生態系の見事な共生と調和をみることができる。 

       
第１図 自生開花株（No9-4）（201９.6.1４）  第２図 訪花したマルハナバチ（2016.6.12）    

自生ホテイアツモㇼの虫媒受粉は 5 月末～6 月上旬に行われ、受粉後茎頂に蒴果を形成し 10 月末に完熟す
る。種子は⾧さ約 0.7mｍで１果実には約６～７万存在する。 

第３図 ホテイアツモリ蒴果        第４ホイアツモリ種子（⾧さ約 0.8×0.2ｍm） 
 

ホテイアツモリはラン科植物の根に共生するラン菌との共生により発芽生育し、株の生育は土壌環境
に密接に関係している。ラン菌が共生するホテイアツモリの根は塊根を形成して増殖する。（第 5 図）       
自生株の周辺には、発芽増殖した実生個体の生育がみられる。（第６図） 

第 5 図 台風で崩落した自生株の根塊（2019 年 9 月）  第 6 図 発芽 3 年目の実生（2019 年６月） 

散布された種子は地中のラン菌との共生で発芽成⾧するが、発芽率は小さく実生の成⾧は遅く本葉 4

枚以上での開花まで７～８年かかることが観察されている。 

 以下釜無山域のホテイアツモリ再発見以来 15 年間の記録を報告する。 
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３３  ホホテテイイアアツツモモリリのの受受粉粉とと花花のの形形態態                                                              
６月上旬釜無山では各所でマルハナバチがみられホテイアツモリはマルハナバチを誘引し受粉する。      

（７図）花の虫媒受粉に有効な構造       （第８図）訪花したマルハナバチ No10－３ 201６年６月 

４４  釜釜無無山山域域ににおおけけるる  自自生生ホホテテイイアアツツモモリリのの花花のの変変異異 
表１は釜無川白川渓谷 10 ヶ所の自生地における自生株の１５年間の生育状況を記録したものである。 

自生個体は鹿の食害防除や人間の盗掘監視が行われ、2022 年 10 月には 27 株（本葉４枚以上）の自生 

が確認されている。その花形や花色は生育地により変異が見られ多様である。 以下にその状況を示す。 

 

第９図 釜無山域ホテイアツモリの生育地の違いによる花形と花色の変異 

花の唇弁出口（   ）で柱頭に花粉を付着する 

マルハナバチの侵入出経路 

遺伝奇形花⇩ 

 №2－2 2019 年 6 月 
 №4－1 2019 年 6 月 

 №9－3（通称くろんぼ）2019 年 6 月 

 №12－2 2019 年 6 月 
 №2－1 2019 年 6 月  №3－1 2019 年 6 月 

 №5－1 2016 年 6 月  №11－1 2019 年 6 月  №4－1 2019 年 6 月 
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写真７　花の虫媒受粉に有効な構造 写真８　訪花したマルハナバチ
　　（2016 年６月）

写真 6　発芽 3 年目の実生（2019 年６月）写真 5　台風で崩落した自生株の根塊
（2019 年 9 月）

写真４　ホテイアツモリ種子
　　（長さ約 0.8 × 0.2 ｍ m）写真３　ホテイアツモリ蒴果

写真２　訪花したマルハナバチ（2016.6.12）写真１　自生開花株（No9-4）（2019.6.14）

唇弁内部の細毛に導かれたハナバチが出口から出る際に
背中に付着した花粉を柱頭に付ける。
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図１　自生地のホテイアツモリの個体数、花数、果実数、実生数の経年変化

写真９　釜無山域ホテイアツモリの生育地の違いによる花形と花色の変異
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自生株の15年間の生育状況を記録したものである。
自生個体は鹿の食害防除や人間の盗掘監視が行わ
れ、2022 年 10 月には 27 株（本葉４枚以上）の
自生が確認されている。その花形や花色は生育地に
より変異が見られ多様である（写真 9）。以下にそ
の状況を示す。

　５　釜無山域のホテイアツモリの自生状況

　集落の近辺でも多数の自生がみられた釜無山のホ
テイアツモリは 1970 年代以降、山草栽培目的の盗
掘や鹿の食害のため 2000 年代には絶滅寸前になっ
ていた。
　富士見町のアツモリソウ保護条例制定による富士
見町や町民の保護活動で、2006 年には自生株の保
護がおこなわれるようになった。しかし監視カメラ
の設置や監視員の保護にもかかわらず盗掘もあり、
地球温暖化等による自生地の自然環境悪化も進み、
“ 釜無山域生態系保全のシンボル ” としてのホテイ
アツモリ自生状態は、近年の台風などの自然災害も
加わり表１、図１のとおり厳しい状況である。

　６　釜無山域の自生ホテイアツモリ保護活動

　2006 年に開始された保護監視活動により釜無
の深山で２株の自生が発見されて以来、10 年後の
2016 年には 10 か所で 32 株の自生が確認される
までに増加してきた。
　富士見町釜無山の山麓には、花場や休戸などと名
付けられた古くからの集落がある。その近隣の里山
には、その集落の名称のとおりのホテイアツモリや
シナノコザクラなど美しい花をつける植物があちこ
ちに自生して、花を愛する人々の豊かな暮らしが見
られる。
　前述のように、世の山野草園芸の流行により盗
掘も横行し、一時は絶滅寸前にまで至りながら、
2006 年 4 月に発足したアツモリソウ再生会議や
地域の人々の保護活動により自生株は保護され、
2019 年の台風による自生地の崩落被害を受けなが
らも、2022 年 10 月現在 27 株のホテイアツモリ

の自生が確認されている。

　７　まとめ

　絶滅が危惧されている釜無山域に自生するホテイ
アツモリの生態と自生現況を調査し考察した。
　釜無山域生態系のシンボルとされている絶滅危惧
植物ホテイアツモリの自生株を保全することは、同
じ地域に生活する人間を保全することに通じる。そ
のためには自生地の持続的生物多様性維持がなさ
れ、さらなる自生ホテイアツモリの保護活動の強化
が必要と考えられる。
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